
基本的な情報収集①
行動を観る視点

社会福祉法人 同愛会

東京事業本部 日の出福祉園

副事業統括所長 竹矢 恒

基礎・演習２・映像２

15：45～16:45（60）



この時間で学びたいこと

• 強度行動障害で困っている人の行動は、立場や状況によっ
て様々な定義をすることができます。

• 本当に困っているのは当事者本人であることを確認します。

• 当事者の困り感には障害特性が関連しており、関連する行
動に注目して情報収集することで当事者の情報処理のつま
ずきに気づくことが出来ることを確認します。

• 情報処理の特性を把握し、適切な環境を提案することが有
効な支援のヒントになります。

• 行動そのものに注目して、その行動の機能に注目する方法
もあります（上級編）。



この時間の流れ

• 1回目の映像視聴で、行動を観る視点を整理します。

• 2回目の映像視聴は、障害特性で行動を整理します。

演習説明 まとめ

５分 １０分

演習２－１
映像２

２5分 ２０分

演習２－２
映像２



ビデオを見て、課題となっている行動を、３つ
ピックアップしましょう

①

②

③

演習２－１ 行動のピックアップ



ピックアップした行動の定義

【作業①】

ピックアップした行動を、次のページのテーマに沿って、

定義してみましょう

■A4「行動の問題性定義シート」を使います

【作業②】

記入した【作業①】について、隣の人と比較してみましょう

１）隣の人と共通の見立てが出来ていた点は？

２）隣の人と見立ての違いがあった点は？

5分

5分



【作業①】行動の問題性を定義してみよう

これらの問題は、誰にとってどのような問題なので
しょうか？

①（ ）にとって

（ ）という問題

②（ ）にとって

（ ）という問題

③（ ）にとって

（ ）という問題



行動を観る視点を整理しよう

まず、強度行動障害に関する問題の骨格を確認

認知の違い
認識の違い
理解の違い

認知
認識
理解

定型発達（一般人）

非定型発達（発達に特性のある人）

特性 × 環境 → 行動

情報



行動を観る視点を整理しよう

誰が困っているのかを考える

①

特性と環境のミスマッチで本人が困っている

②

本人の表出行動に周囲が困っている

特性 × 環境 → 行動

環境行動 →



認知の違い
認識の違い
理解の違い

非定型発達（発達に特性のある人）

特性 × 環境 → 行動

障害特性を観る視点 行動の機能を観る視点

行動を観る視点を整理しよう

どのポイント観るのかが大切

行動障害の有無や種類に関する全体的な視点

強度行動障害判定基準

行動関連項目

ABC-Jなど



「特性を把握する」という視点

• 個別の「障害特性」に対して周囲の「環境要因」がミ
スマッチな場合に、その環境に対しての不適応行動が
生じることがあります

• 本人は困らせている人ではなく、困っている人という
視点が重要です

• 個別の困り感に対する合理的配慮が支援の基本となり
ます

• その場合の合理的配慮は、構造化のアイデアを活用す
ることがスタンダードとなっています



演習２－２ 障害特性で整理する

もう一度ビデオを見て、障害特性で行動を整理してみま
しょう。



社会性の特性

先程ピックアップした行動のうち、社会性の特性に該当する
行動を選択し、行動のポイントを下記の例のようにチェック
してみましょう。



社会性の特性

チェックした項目の具体的な行動を記入しましょう



コミュニケーションの特性

先程ピックアップした行動のうち、コミュニケーション
の特性に該当する行動を選択し、行動のポイントを下記
の例のようにチェックしてみましょう。



コミュニケーションの特性

チェックした項目の具体的な行動を記入しましょう



想像力の特性

先程ピックアップした行動のうち、想像力の特性に該当
する行動を選択し、行動のポイントを下記の例のように
チェックしてみましょう。



想像力の特性

チェックした項目の具体的な行動を記入しましょう



感覚の特性

先程ピックアップした行動のうち、感覚の特性に該当す
る行動を選択し、行動のポイントを下記の例のように
チェックしてみましょう。



感覚の特性

チェックした項目の具体的な行動を記入しましょう



特性確認シートを使用して行動を
ピックアップしてみよう

★Kさんのビデオをもう一度観ます

■A3「個人ワーク用特性確認
シート」を使います



特性に対する合理的配慮

ここに書かれている
様な行動をヒントに

【1】

どんなこと
に困ってい
るのかを探

り
【2】

必要な支援や
配慮を整えます

【3】



氷山モデル(予習)

ここに書かれているような行動をヒントに
【1】

どんなことに
困っているのかを探り

【2】

必要な支援や配慮を整えます
【3】



まとめ

本人の行動は「困っている」サインかもしれません

【１】本人の行動をヒントに

【２】情報処理の特性に気づき

【３】適切な支援を組み立てていくことで

支援も本人の活動も成功しやすくなります


